
JP 4047245 B2 2008.2.13

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部の基端に操作部が連結されて、光源装置に接続されるコネクタ部が上記操作部か
ら延出する連結可撓管の先端に取り付けられ、出口開口が観察視野の方向に向けて上記挿
入部の先端に配置された副送水管路への注水口が上記コネクタ部に配置された内視鏡にお
いて、
　上記副送水管路をその途中の上記操作部内に位置する部分で分断して、それによって形
成される二つの分断開口を上記操作部の外壁面に並んで露出する状態に配置すると共に、
上記二つの分断開口が連通する状態に上記二つの分断開口部分の蓋をする分断開口連通蓋
を、上記操作部に配置されている操作弁に対し着脱自在に取り付けられた操作釦部分に一
体的に設けたことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
　上記操作弁が、吸引操作を行うための吸引操作弁、又は送気操作と送水操作を選択的に
行うための送気送水操作弁である請求項１記載の内視鏡。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、体腔内等を観察するための内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　内視鏡には一般に、体内汚液等を吸引するための吸引管路の他に、観察窓の表面洗浄等
を行うための送気送水管路が設けられているが、それだけでは、大腸内壁等に付着した便
その他の汚物を洗い流すことができないので、そのようなものを洗い流すために出口開口
を観察視野の方向に向けた副送水管路が別設されている。
【０００３】
　そのような副送水管路への注水口は旧来の内視鏡においては操作部に配置されているも
のが多かったが、副送水管路への液体注入操作が操作部における各種操作の妨げにならな
いようにするために、副送水管路への注水口をコネクタ部に配置する改良がなされている
（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開平２００３－３３３２０、図１等
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、図４に示されるように、コネクタ部９１は操作部９２から延出する可撓性連結
管９３の先端に取り付けられているので、副送水管路９４への注水口９５がコネクタ部９
１に配置されていると、副送水管路９４の全長が例えば３～４ｍ程度と非常に長くなって
しまう。
【０００５】
　そのため、内視鏡検査が終了して副送水管路９４内をブラッシング洗浄するために、洗
浄用ブラシ９６を注水口９５から副送水管路９４内に全長にわたって挿入すると、管路抵
抗が大きいためにスムーズにブラッシングすることができず、洗浄用ブラシ９６を破損し
てしまう場合もあった。
【０００６】
　そこで本発明は、注水口がコネクタ部に配置された副送水管路内を洗浄用ブラシでスム
ーズにブラッシング洗浄することができる内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡は、挿入部の基端に操作部が連結されて、
光源装置に接続されるコネクタ部が操作部から延出する連結可撓管の先端に取り付けられ
、出口開口が観察視野の方向に向けて挿入部の先端に配置された副送水管路への注水口が
コネクタ部に配置された内視鏡において、副送水管路をその途中の操作部内に位置する部
分で分断して、それによって形成される二つの分断開口を操作部の外壁面に並んで露出す
る状態に配置すると共に、二つの分断開口が連通する状態に二つの分断開口部分の蓋をす
る分断開口連通蓋を、操作部に対して着脱自在に設けたものである。
【０００８】
　なお、分断開口連通蓋が、操作部に配置されている操作弁に着脱自在に取り付けられた
操作釦部分に一体的に設けられていると紛失し難くて取り扱い易く、その操作弁が、吸引
操作を行うための吸引操作弁、又は送気操作と送水操作を選択的に行うための送気送水操
作弁であってもよい。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、副送水管路をその途中の操作部内に位置する部分で分断して、それに
よって形成される二つの分断開口を操作部の外壁面に並んで露出する状態に配置したこと
により、副送水管路を、コネクタ部と操作部との間の部分と、操作部と挿入部先端の出口
開口との間の部分とに分けて、ブラッシングすることができるので、ブラッシングの際に
徒に大きな管路抵抗が発生せず、注水口がコネクタ部に配置された副送水管路内を洗浄用
ブラシでスムーズにブラッシング洗浄することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　コネクタと挿入部先端との間に配置された副送水管路を操作部内に位置する部分で分断
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して、それによって形成される二つの分断開口を操作部の外壁面に並んで露出する状態に
配置し、操作部に対して着脱自在な分断開口連通蓋で、二つの分断開口が連通するように
二つの分断開口部分の蓋をする。
【実施例】
【００１１】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図１において、１は可撓管によって外装された内視鏡の挿入部であり、その基端に操作
部２が連結されている。また、図示されていない光源装置に接続されるコネクタ部３が、
操作部２から延出する連結可撓管４の先端に取り付けられている。
【００１２】
　操作部２には、体内汚液等を挿入部１の先端から吸引する吸引操作を行うための吸引操
作弁５と、挿入部１の先端に配置されている観察窓に向けて空気と水を選択的に吹き付け
る送気操作と送水操作を選択的に行うための送気送水操作弁６が並んで配置されており、
吸引操作釦ユニット５０と送気送水操作釦ユニット６０が各々吸引操作弁５と送気送水操
作弁６に対して着脱自在になっている。
【００１３】
　また、観察対象の粘膜面に付着した汚物を洗い流すための洗浄水等が通される副送水管
路７Ａ，７Ｂが、連結可撓管４内から操作部２内を通って挿入部１内に挿通配置されてい
て、その注水口８はコネクタ部３に配置され、出口開口９は観察視野の方向に向けて挿入
部１の先端に配置されている。注水口８に対しては、外部に配置された洗浄水供給タンク
２０から例えば送水ポンプ２１によって注水が行われる。
【００１４】
　副送水管路７Ａ，７Ｂはその途中の操作部２内に位置する部分で分断されていて、それ
によって形成される二つの分断開口１０Ａ，１０Ｂが操作部２の外壁面に並んで露出する
状態に配置されている。
【００１５】
　そして、二つ並んだ分断開口１０Ａ，１０Ｂに対して一まとめに蓋をする分断開口連通
蓋１１が操作部２に対して着脱自在に配置されており、その分断開口連通蓋１１が取り付
けられた状態では、二つの分断開口１０Ａ，１０Ｂが外部に対しては漏れがないように互
いに連通する状態になる。
【００１６】
　図２は、二つ並んだ分断開口１０Ａ，１０Ｂとそれに被せられた分断開口連通蓋１１の
周辺を示しており、二つの分断開口１０Ａ，１０Ｂは、外方に向けて開口する状態に操作
部２の外壁部に固定された有底筒状の分断開口形成筒体１３の底部に並んで開口している
。
【００１７】
　そして、注水口８に通じる方の副送水管路７Ａと出口開口９に通じる方の副送水管路７
Ｂを形成する二本の合成樹脂チューブが、各々ステンレス鋼製の接続パイプ１２Ａ，１２
Ｂを介して分断開口形成筒体１３の底部に接続されている。
【００１８】
　分断開口連通蓋１１は、分断開口形成筒体１３の開口部に外方から中間位置まで差し込
まれる栓状に形成されていて、その外周部には分断開口形成筒体１３の内周面との間の隙
間をシールするためのＯリング１４が装着されている。
【００１９】
　このように構成された分断開口連通蓋１１は、吸引操作釦ユニット５０を吸引操作弁５
に着脱する部材であるプラスチック製のユニット着脱フック５４に一体にインサート成形
されていて、吸引操作釦ユニット５０を吸引操作弁５に着脱するのに伴って分断開口連通
蓋１１が分断開口形成筒体１３に着脱されるようになっている。
【００２０】
　吸引操作弁５は、外方に向けて開口する状態に操作部２内に配置されたシリンダ５１内
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に管路切換用ピストン５２が軸線方向に進退自在に配置され、その外端部に取り付けられ
た操作釦５３と管路切換用ピストン５２とが一つの吸引操作釦ユニット５０になっている
。
【００２１】
　そして、その吸引操作釦ユニット５０に設けられているユニット着脱フック５４が、シ
リンダ５１を操作部２に固定している固定環５５に対して係脱自在になっていて、ユニッ
ト着脱フック５４と固定環５５との係合を解くことにより、吸引操作釦ユニット５０をシ
リンダ５１から外方に引き出すことができる。
【００２２】
　そのような構成により、内視鏡検査終了後の洗浄消毒の際に、吸引操作釦ユニット５０
をシリンダ５１から取り外すと、それに伴って分断開口連通蓋１１が分断開口形成筒体１
３から外され、その際にユニット着脱フック５４と一体になっている分断開口連通蓋１１
は紛失する恐れがない。
【００２３】
　また、吸引操作釦ユニット５０をシリンダ５１に取り付けるのに伴って、分断開口連通
蓋１１が分断開口形成筒体１３に取り付けられるので、分断開口連通蓋１１の付け忘れが
発生せず、同時に、分断開口連通蓋１１を分断開口形成筒体１３に取り付けることにより
シリンダ５１に対する吸引操作釦ユニット５０の向きが規制されるので、吸引操作弁５に
回転方向の位置決め部材を設ける必要がない。
【００２４】
　なお、吸引操作弁５と隣接して配置されている送気送水操作弁６も、ユニット着脱フッ
ク６４と固定環６５との係合を解くことにより、送気送水操作釦ユニット６０をシリンダ
６１から取り外すことができるので、その送気送水操作釦ユニット６０のユニット着脱フ
ック６４に分断開口連通蓋１１を一体に設けてもよい。
【００２５】
　上述のように構成された実施例の内視鏡は、内視鏡検査が終わると図３に示されるよう
に吸引操作釦ユニット５０と送気送水操作釦ユニット６０が操作部２から取り外され、そ
れに伴って分断開口連通蓋１１が副送水管路７Ａ，７Ｂの分断開口１０Ａ，１０Ｂから外
される。
【００２６】
　その結果、コネクタ部３の注水口８と操作部２の分断開口１０Ａとの間の副送水管路７
Ａに対しては、上流側である注水口８から洗浄用ブラシ１００Ａを差し込んでブラッシン
グを行い、操作部２の分断開口１０Ｂと挿入部１の出口開口９との間の副送水管路７Ｂに
対しては、上流側である分断開口１０Ｂから洗浄用ブラシ１００Ｂを差し込んでブラッシ
ングを行うことができ、したがって徒に大きな管路抵抗が発生しない。
【００２７】
　なお、副送水管路７Ａ，７Ｂに対して下流側から洗浄用ブラシ１００Ａ，１００Ｂを差
し込むこともできるが、衛生上及びブラッシングの効果の上で上流側からの挿入の方が好
ましい。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の全体構成を示す略示図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の部分断面図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡のブラッシング洗浄状態を示す略示図である。
【図４】従来の内視鏡のブラッシング洗浄状態を示す略示図である。
【符号の説明】
【００２９】
　１　挿入部
　２　操作部
　３　コネクタ部
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　４　連結可撓管
　５　吸引操作弁
　６　送気送水操作弁
　７Ａ，７Ｂ　副送水管路
　８　注水口
　９　出口開口
　１０Ａ，１０Ｂ　分断開口
　１１　分断開口連通蓋
　１３　分断開口形成筒体
　５０　吸引操作釦ユニット
　５４　ユニット着脱フック

【図１】 【図２】
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